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研究成果の概要（和文）：本研究では、父親・母親の育児行動への動機づけ過程を意識・非意識の両面から解明
するとともに、動機づけを促進・低減する関連要因について検討した。非意識的な動機づけ過程を捉えるため
に、潜在連合テスト（IAT）の手法の一つであるSC-IATの理論に基づいた心理尺度「育児SC-IAT」を開発した。
育児SC-IATにはイラスト刺激を用いるなど、育児の具体的な場面を認知しやすい工夫をした。質問紙による意識
的な動機づけには男女差がみられる一方、育児SC-IATによる非意識的な動機づけには明確な男女差は示されなか
った。また、育児動機づけの関連要因の中で、ソーシャルサポートは重要な働きをすることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the motivation process of the child-rearing behavior of 
fathers and mothers from conscious and unconscious aspects and the related factors that promote or 
reduce motivation. To clarify the unconscious motivational process, we developed a psychological 
scale "the childcare Single Category Implicit Association Test (SC-IAT)” based on the theory of the
 SC-IAT, which is one of the methods of Implicit Association Test. The childcare SC-IAT was devised 
to make it easier for subjects to recognize specific situations of childcare, such as using 
illustrations. While a gender difference was noted in conscious childcare motivation using 
questionnaires, there was no gender difference in unconscious motivation measured by the childcare 
SC-IAT. Moreover, the findings suggested that social support plays an important role in factors 
related to childcare motivation.

研究分野：発達心理学

キーワード： 育児動機づけ　シングルカテゴリIAT(SC-IAT)　父親　母親　育児行動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
“子どもは親が大切に育てるもの”という社会風潮の中で、育児へ向かわない親の心を捉えることは回答時に社
会的望ましさ（バイアス）がかかりやすく困難である。本研究は、そうした測定上の困難さを解決し、育児行動
の生起メカニズムにおける潜在的な心理過程を捉えようとするものである。本研究の結果は、親の心を深く理解
することを通して、子育て支援をする人々に有益な知見となる。また、動機づけ研究や新しい尺度開発が進めら
れるIAT研究の発展にも貢献することができるという学術的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、育児放棄や放任、父親の育児参加の少なさ等、育児を巡る社会問題が生じている。適切

な親支援を行うためには、親の就労状況や性格等の関連要因に加えて、なぜ育児に向かう（向か

わない）のかという育児行動の生起メカニズムを解明する必要がある。行動の生起に深くかかわ

るのは、人を行動に向かわせるエネルギーである「動機づけ（motivation）」である。従来の動

機づけ研究は、例えば自己決定理論（Deci et al., 1985）のように、目標が明確な行動に対す

る個人の認知の違いが重視されてきたが、近年では感情の働きや日常生活の中での習慣的・非意

識的な動機づけ過程も着目されている（速水, 2012；及川, 2017）。申請者らは育児期の親を対

象に「育児動機づけ」尺度を作成し、育児動機づけが「見返り期待」「内的喜び」「社会的当為」

に分類されること、その中の「内的喜び」は親意識や育児行動を関連することを明らかにした（中

島ら, 2015 ; 小林ら, 2016）。しかし、育児は喜びだけでなく、“面倒だ、やりたくない”とい

うネガティブ感情を伴う回避的な動機づけも存在する。これらが非意識的に働き、育児行動の

質・量を低下させることが予想されるが、社会的に望ましいものではないため、質問紙の回答時

にバイアスがかかりやすい。そのため、測定上の困難さから育児動機づけのネガティブ感情の部

分はほとんど明らかになっていない。また、子育て支援に有益な示唆を得るためには、父親・母

親の男女差やサポート状況、夫婦関係など動機づけを促進・低減する関連要因の効果も検討する

必要がある。これらの課題を踏まえると、社会的望ましさを排した育児のネガティブ感情を伴う

動機づけを捉えるための心理尺度の開発や、意識・非意識の両面から育児行動の動機づけ過程を

解明すること、それらを促進・低減する要因を明らかにすることが必要である。 

 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、育児期の父親・母親の育児行動への動機づけ過程を意識・非意識的な側面から解明

するとともに、適切な育児行動を促進するためにはどのような要因が効果的かを明らかにする

ことを目的とする。非意識的な育児動機づけ過程を捉えるため、潜在連合テスト（Implicit 

Association Test；以下、IAT）を用いる。IAT は概念間の潜在的な連合を測定するものであり、

ＰＣモニター上に提示された刺激をキー押しにより短時間で適切なカテゴリーに振り分けると

いう作業を行う。本研究では育児動機づけ IAT を開発後、動機づけを促進・低減する要因は何

か、関連要因（サポート状況、夫婦関係、疲労感）を検討する。さらに、父親・母親の性差を含

めた動機づけ過程のモデルを構築することを目指す。 

 
 
 
３．研究の方法 

（１）非意識的な育児動機づけ過程を測定するための IAT 尺度の開発 

IAT 尺度を開発するために、以下の流れで研究を進めた。 

①日常的な育児行動についての確認 

日常的な育児行動の確認および IAT に用いる刺激を選定するため、Twitter の「育児」関連ツ 

イートから 22,735 語を抽出後、カテゴリー分類を行った。 

②イラスト刺激の妥当性の検討 

①の結果から、具体的な育児場面を設定する必要性や、視認しやすいイラストを使用する示唆



が得られたため、刺激素材としてイラストを用いることとした。育児場面のイラストを用意し、

育児経験者 57 名（男性 13名、女性 44名）を対象に質問紙調査を行い、イラストの適切性と、

刺激から喚起される感情に偏りがないかを確認した。その結果、適切性の評価が低く、誤った解

釈がみられたイラスト 3点を除外した。感情価は偏りがなく、かつ一定のばらつきが示された。

育児 IAT は言語版・イラスト版の２種類を作成し、比較検討しながら有用性を検討していくこと

とした。 

➂「育児 SC-IAT」の作成と妥当性の検討 

IAT（Greenwald & Banaji, 1995） は評価対象の対と連合対象の対を合わせた４つの概念を用

いるが、「育児」と対になる概念の設定が困難であったことから、本研究では単一の概念を対象

とすることができる SC-IAT（Single Category IAT；Karpinski & Steinman, 2006）を用いて

「育児 SC-IAT」（言語版・イラスト版）を作成した。 

＜〔本調査〕の実施＞６歳未満の子どもを一人のみ持つ親 200 名を対象に、作成した「育児 SC-

IAT」と質問紙調査（意識的育児動機づけ尺度、夫婦関係満足度、疲労感、ソーシャルサポート）

を実施した。約 2週間後に、育児行動を測定した。育児行動は平均的な平日および休日の育児行

動の内容と時間を表に記入してもらった。調査は Web 上で実施した。本調査の結果をもとに妥当

性および関連要因との関連性を検討した。 

④「育児 SC-IAT」のバージョン比較 

イラスト版と言語版の有用性を検証するため、２つのバージョンを同一対象者に実施し、個人

内比較を行った。小学生以下の子どもをもつ親と育児未経験者 49名（男性 20名、女性 29名）

を対象とした。 

 

（２）意識的育児動機づけと育児感情 

ⅰ）〔本調査〕のデータをもとに、意識的育児動機づけおよび「育児 SC-IAT」で用いた刺激から 

喚起される感情（ポジティブ感情・ネガティブ感情）について分析を行った。 

ⅱ）育児未経験者である大学生 167 名（男性 13名、女性 144 名）を対象に、意識的育児動機づ

けと育児感情および育児経験について質問紙調査を行った。 

ⅲ）育児経験者である母親 106 名と育児未経験者である女子大学生 148 名のデータをもとに、意

識的育児動機づけと育児感情を比較検討した。 

 

（３）意識的・非意識的育児動機づけと関連要因 

ⅰ）意識的育児動機づけ：〔本調査〕のデータをもとに、意識的育児動機づけと関連要因（ソー

シャルサポート、夫婦関係満足度、疲労感）の関連性について検討した。 

ⅱ）非意識的育児動機づけ：〔本調査〕のデータに新たに収集したデータを追加し、幼児をもつ

親 55 名（父親 21名、母親 34 名）を対象に、「育児 SC-IAT」（イラスト版）および意識的育児動

機づけ、夫婦関係満足度、疲労感、ソーシャルサポートとの関連性を検討した。 

 
 
 
４．研究成果 

（１）非意識的な育児動機づけ過程を測定するための IAT 尺度の開発 

育児 SC-IAT を作成するにあたり、育児イメージは育児経験や子どもの年齢によって個人差が

大きいという問題を解決するため、本研究では通常の言語版に加えてイラスト版（図 1）を開発

した。イラスト刺激については育児経験者に感情の偏りや適切性を評価してもらい、妥当性を確



認した。いずれのバージョンも「良い」と「悪い」に振り分ける際の他の刺激語は Karpinski ＆

Steinman（2006）が用いた単語を日本語に訳したものを用いた。 

「育児 SC-IAT」は，イラスト版，言語版ともに高い正答率

を示しており、育児を想起する素材として適切であったと考

えられる（表 1）。課題への反応時間から，イラスト版，言語

版ともに m1（良い+育児）の方が短く，全体として育児に対す

る肯定的な態度がうかがえた。また、明確な男女差は示され

なかったことから、父親・母親どちらにも使用できることが

確認された。 

SC-IAT の結果指標である D値は、イラスト版より言語版の

方が大きく、言語版の方が育児に対してポジティブな態度が

判定されやすいことが示唆された。他方、意識的育児動機づ

けや夫婦関係、疲労感、ソーシャルサポートとは関連しない

ことが示されたことは、今後の検討課題となった。 

  「育児 SC-IAT」の妥当性を検討するため、〔本調査〕の 2 回の調査への参加者 54 名を対象に

分析した結果、非意識的育児動機づけは育児行動のうち休日の世話行動と関連することが示さ

れ、部分的にではあるが予測的妥当性が確認された。休日において世話行動に従事する時間が長

くなることにより，育児に対するネガティブな態度や感情を引き起こす可能性が考えられる。 

イラスト版と言語版の有用性を検証するため、２つのバージョンを同一対象者に実施した結

果、実施後の感想では 66％の人がイラスト版の方が回答しやすいと報告されたことから、今後

の研究ではイラスト版を用いていく。 

 

（２）意識的育児動機づけと育児感情の関連 

ⅰ）育児感情は「育児 SC-IAT」で用いたイラスト刺激によって喚起される感情を測定した。育

児へのポジティブ感情は、意識的育児動機づけの「内的喜び」（e.g.“子どもに接していること

が楽しいから”）および「社会的当為」（e.g.“世話をしなければ子どもが死んでしまうから”）

を促進する一方、ネガティブ感情は「見返り期待」（e.g.“自分の老後の面倒をみてもらいたい

から”）を促進した。育児に対するポジティブ感情をもつ親は喜びや責任のために育児に向かう

が、ネガティブ感情をもつ親は報酬のために育児をすることが明らかにされた。また、「見返り

期待」には男女差が示され、父親は母親に比べて何らかの報酬のために育児をする傾向が高いこ

とが明らかになった。 

ⅱ）育児未経験者（大学生）を対象にした場合も、育児へのポジティブ感情は「内的喜び」を促

進すること、ネガティブ感情は「見返り期待」を促進するという結果が得られた。しかし、「社

会的当為」は意識的育児動機づけと関連しないことが示された。また、青年期までの育児経験は

「見返り期待」と直接的に関連するとともに、ネガティブ感情を介して間接的にも「見返り期待」

と関連することが示された。次の子育て世代である青年期において、育児へのネガティブ感情を

 
図 1 イラスト版の課題画面の例 

参加者は中央に提示される刺激が左側のカ

テゴリーに分類されると判断した場合は「E」

キーを，右側に分類されると判断した場合は

「I」キーを押す。 

 



抑制、育児動機づけを促進する上で育児経験の意義は大きいといえる。 

ⅲ）育児経験者（母親）と未経験者（女子大学生）を比較検討した結果、未経験者の方がポジテ

ィブ感情は高く、経験者の方がネガティブ感情は高かった。また、未経験者は育児動機づけの「内

的喜び」や「見返り期待」が高い一方、経験者は「社会的当為」が高かった。育児未経験者にお

いては育児の楽しさや報酬による動機づけが比較的高いが、実際に育児を経験すると義務感や

責任感から育児に向かう心性が高まることが示唆された。 

 

（３）意識的・非意識的育児動機づけと関連要因 

ⅰ）意識的育児動機づけおよび関連要因の一部に男女差があるため、性別を統制して重回帰分析

を行った結果、夫婦関係満足度は「内的喜び」を促進すること、ソーシャルサポートのうち情報

的サポートはすべての動機づけを促進すること、情緒的サポートは「社会的当為」を促進するこ

とが明らかになった。意識的育児動機づけを促進する上で、ソーシャルサポートは重要な要因で

ある。特に、情報的サポートが内発的・外発的動機づけの両面を促進しており、雑誌やメディア、

SNS を通じて得る育児情報が、父親・母親どちらの動機づけにも影響していたため、育児情報を

通じて子育て支援をしていくことは重要である。なお、身体的な疲労感は意識的育児動機づけと

は関連せず、ソーシャルサポートと関連するという知見が得られた。 

ⅱ）非意識的育児動機づけの結果指標である D 値は道具的サポートとの間に正の相関が示され

たが、重回帰分析の結果からは有意性が示されなかった。この結果については学会発表を準備中

である。非意識的育児動機づけの関連要因は、本研究で検討した要因（ソーシャルサポート等）

以外のものであるのか、収集データの偏りなのか等、属性を含めてデータをさらに詳細に検討す

るとともに、今後の研究に向けて様々な視点から検討を進めていく予定である。 
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